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成果の概要/安宅 未央子 

 
 京都大学教育研究振興財団の助成を受けて、以下の内容の国際学会に参加したので

その成果を報告する。 
学会：5th International Symposium on Soil Organic Matter 
開催場所：ドイツ・ゲッティンゲン・ゲオルク-アウグスト大学 

URL: http://www.som2015.org/program/scientific-program/ 
 

１．研究集会の概要 
土壌有機物国際シンポジウムは、大学の街としても有名なドイツのゲッティンゲン

において開催された。学会そのものの規模は小さいものの、世界各国から著名な研究

者が多数参加しており、5 日間を通しポスター発表、口頭発表あわせて 600 人ほどが

参加し、専門的で非常に活発な発表・議論が行われた。主な参加者はヨーロッパ諸国

で、それに次いで中国からの参加者が多かった。一方、日本からは私を含め数人のみ

の参加であった。 
本集会では土壌に関する 3 つのセッション（1, Methods 2, Processes & 

Interactions 3, Relevance & Function）が設けられ、さらに 18 のトピックスに分け

て進行されていた。これらのセクションでは FTIR, NanoSIMS, 同位体法, 微生物

DNA 分析などの現在注目されている手法を用いた研究が多く見受けられた。この学会

は土壌有機物に特化した学会であり、こういった学会に参加するのは初めてだったが、

自身の研究と近しい研究発表ばかりで非常に刺激を受け、今後の研究の方向性を思考

する多くの情報を手に入れることができた。 
ポスター発表の時間にはビールやワインが振る舞われ、聞き手のみならず発表者も

瓶やグラスを片手に発表している様子が、海外の学会らしい印象を受けた。（私は、英

語でしゃべるのに必死で飲む余裕はありませんでした…。） 
 

 
自身の口頭発表の様子 

 



２、研究発表の概要 
本研究会議では、Linking pools with fluxes のセクションにおいて、「In situ 

seasonal hysteresis in litter heterotrophic respiration in a warm-temperate forest」
の題目で、口頭発表を行った。 

 
本研究は、易分解性炭素としての落葉層に着目し、開発した落葉分解呼吸測定シス

テムによる年間を通したフィールドでの連続観測から、落葉層の含水比や基質特性が

分解呼吸速度の温度依存性に与える影響を定量的に評価した。 

その結果、分解呼吸速度は落葉層のぬれ－乾きに従って、すばやく応答し、降雨時

にはピーク値を示し、降雨後 2，3 日後には降雨前の値に戻った。また、分解呼吸は季

節的なヒステリシスを示し、同温度環境下にもかかわらず、春期の分解呼吸は秋に比

べて 3 倍高い値を示した。分解の進行とともに減少する落葉自体の重量の影響に加え、

微生物バイオマスも同様のヒステリシスを示した。これらの結果を通して、分解呼吸

を定量評価する上で、環境要因だけでなく重量減少や微生物活動の効果も考慮に入れ

る必要性を明らかにした。 

 
発表は最終日で人が集まるか不安だったが、期間中に知り合った人など多くの人に

来て頂いた。発表後には、主に手法に関する質問を受けた。この学会でも土壌表層の

ぬれ－乾きのパターンとその CO2放出速度や微生物動態に着目した研究が幾つか報告

されており、土壌水分センサーを用いた簡易な手法で土壌表層の水分動態を連続的に

測定できる点に興味をもってもらえた。 
 
３、その他 
本研究集会では口頭発表とポスター発表の両方に申し込みができたようで、同じよ

うな立場にあるドクターやポスドクの多くの方が、機会を逃すことなく両方ともで発

表し自己アピールしている姿を目にした。今後このような国際学会に参加するときは、

アピールの機会を余すことなく活用しなければいけないと反省した。 
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